
変更前 変更後

変更区域

凡 例

変更区域

凡 例

市街化調整区域

市街化調整区域

市街化調整区域

市街化調整区域

市街化区域

市街化調整区域

市街化調整区域

市街化調整区域

200

60

200

60

200

60

200

60

100

40

100

40
100

40

0.07市街化区域

面積（ha）区域区分

市街化調整区域
建ぺい率・容積率計画図５ 北新町（境界調整【逆線】）

区域区分
容積率
（％）

建ぺい率
（％）

道路斜線
制限勾配

隣地斜線
制限勾配

面積
（ha）

市街化
調整区域 100 40 １．２５ 20m＋1.25 0.07

- 35 -

特定行政庁指定



西白庭台
住宅地

国道163号

北田原
工業団地

変更区域

凡 例

白庭台
住宅地

近鉄けいはんな線
白庭台駅

西白庭台
住宅地

国道163号

位 置 図 航空写真

６ 西白庭台北（境界調整【逆線】）

- 36 -



変更前 変更後

変更区域

凡 例

変更区域

凡 例

市街化調整区域

６ 西白庭台北（境界調整【逆線】）

50

80

建築物の高さの限度　１０m
(壁面後退距離　１．０Ｍ)

第一種低層住居専用地域

50

80

建築物の高さの限度　１０m
(壁面後退距離　１．０Ｍ)

第一種低層住居専用地域

0.11
指定無し

（市街化調整地域）

面積（ha）用途地域

0.01 10m1.0m5080
第一種低層

住居専用地域

0.10 ＿＿60200
第一種

住居地域

面積
（ha）

建築物の
高さの限度

壁面後
退距離

建ぺい率
（％）

容積率
（％）

用途地域

第一種低層住居専用地域
容積率/建ぺい率：60 / 40

壁面後退距離 1.0Ｍ
建築物の高さの限度 10Ｍ

第一種住居地域
容積率/建ぺい率：200 / 60

奈良県決定

- 37 -

用途地域計画図



変更前 変更後

変更区域

凡 例

変更区域

凡 例

市街化調整区域市街化区域

市街化調整区域 市街化調整区域

400

70

400

70

400

70

0.11市街化区域

面積（ha）区域区分

市街化調整区域
建ぺい率・容積率計画図６ 西白庭台北（境界調整【逆線】）

区域区分
容積率
（％）

建ぺい率
（％）

道路斜線
制限勾配

隣地斜線
制限勾配

面積
（ha）

市街化
調整区域 400 70 １．５ 31m＋2.5 0.11

- 38 -

特定行政庁指定



西白庭台
住宅地

国道163号

北田原
工業団地

変更区域

凡 例

白庭台
住宅地

近鉄けいはんな線
白庭台駅

西白庭台
住宅地

奈良阪南田原線

位 置 図 航空写真

南北田原１号線

７ 西白庭台西（境界調整【逆線】）

南北田原１号線
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変更前 変更後

変更区域

凡 例

変更区域

凡 例

市街化調整区域50

80

建築物の高さの限度　１０m
(壁面後退距離　１．０Ｍ)

第一種低層住居専用地域

建築物の高さの限度　１０m
(壁面後退距離　１．０Ｍ)

第一種低層住居専用地域

50

80

第一種低層住居専用地域
容積率/建ぺい率：80 / 50

壁面後退距離 1.0Ｍ
建築物の高さの限度 10ｍ

0.04
指定無し

（市街化調整地域）

面積（ha）用途地域

0.0410m1.0m5080
第一種低層

住居専用地域

面積
（ha）

建築物の
高さの限度

壁面後
退距離

建ぺい率
（％）

容積率
（％）

用途地域

７ 西白庭台西（境界調整【逆線】） 奈良県決定

- 40 -

用途地域計画図



変更前 変更後

変更区域

凡 例

変更区域

凡 例

市街化調整区域市街化区域

市街化調整区域 市街化調整区域

400

70

400

70

400

70

0.04市街化区域

面積（ha）区域区分

市街化調整区域
建ぺい率・容積率計画図７ 西白庭台西（境界調整【逆線】）

区域区分
容積率
（％）

建ぺい率
（％）

道路斜線
制限勾配

隣地斜線
制限勾配

面積
（ha）

市街化
調整区域 400 70 １．５ 31m＋2.5 0.04

- 41 -

特定行政庁指定



西白庭台
住宅地

国道163号

北田原
工業団地

変更区域

凡 例

白庭台
住宅地

近鉄けいはんな線
白庭台駅

西白庭台
住宅地

奈良阪南田原線

奈良阪南田原線

位 置 図 航空写真

８ 西白庭台東（境界調整【逆線】）

南北田原１号線 南北田原１号線

- 42 -



変更前 変更後

変更区域

凡 例

変更区域

凡 例

市街化調整区域

0.00460200第一種住居地域

面積（ha）建ぺい率（%）容積率（%）用途地域

50

80

建築物の高さの限度　１０m
(壁面後退距離　１．０Ｍ)

第一種低層住居専用地域

50

80

建築物の高さの限度　１０m
(壁面後退距離　１．０Ｍ)

第一種低層住居専用地域

第一種住居地域 第一種住居地域

60

200

60

200

0.004
指定無し

（市街化調整地域）

面積（ha）用途地域

第一種住居地域
容積率/建ぺい率：200 / 60

８ 西白庭台東（境界調整【逆線】） 奈良県決定

- 43 -

用途地域計画図



変更前 変更後

変更区域

凡 例

変更区域

凡 例

市街化調整区域

市街化調整区域

市街化調整区域

市街化区域

市街化調整区域

市街化調整区域

400

70

400

70

400

70

200

60
200

60

0.004市街化区域

面積（ha）区域区分

市街化調整区域
建ぺい率・容積率計画図８ 西白庭台東（境界調整【逆線】）

区域区分
容積率
（％）

建ぺい率
（％）

道路斜線
制限勾配

隣地斜線
制限勾配

面積
（ha）

市街化
調整区域 400 70 １．５ 31m＋2.5 0.004

- 44 -

特定行政庁指定



美鹿の台
住宅地

国道163号

変更区域

凡 例

北大和
住宅地

北大和グラウンド

北大和
住宅地押熊真弓線

北大和グラウンド

奈良先端科学技術
大学院大学

位 置 図 航空写真

９ 北大和東（境界調整【逆線】）

押熊真弓線
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変更前 変更後

変更区域

凡 例

変更区域

凡 例

市街化調整区域

第一種低層住居専用地域
（壁面後退距離 １．５Ｍ）

建築物の高さの限度 １０ｍ

第一種低層住居専用地域
（壁面後退距離 １．５Ｍ）

建築物の高さの限度 １０ｍ

60

40

60

40

９ 北大和東（境界調整【逆線】）

第一種低層住居専用地域
容積率/建ぺい率：60 / 40

壁面後退距離 1.5Ｍ
建築物の高さの限度 10ｍ

0.22
指定無し

（市街化調整地域）

面積（ha）用途地域

0.2210m1.5m4060
第一種低層

住居専用地域

面積
（ha）

建築物の
高さの限度

壁面後
退距離

建ぺい率
（％）

容積率
（％）

用途地域

奈良県決定

- 46 -

用途地域計画図



変更前 変更後

変更区域

凡 例

変更区域

凡 例

市街化調整区域市街化区域

市街化調整区域 市街化調整区域

400

70

400

70

400

70

0.22市街化区域

面積（ha）区域区分

市街化調整区域
建ぺい率・容積率計画図９ 北大和東（境界調整【逆線】）

区域区分
容積率
（％）

建ぺい率
（％）

道路斜線
制限勾配

隣地斜線
制限勾配

面積
（ha）

市街化
調整区域 400 70 １．５ 31m＋2.5 0.22
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特定行政庁指定



変更区域

凡 例

南山手台
住宅地

近鉄
南生駒駅

近鉄
萩の台駅

さつき台
住宅地

第二阪奈道路
小瀬ランプ

壱分南
住宅地

南山手台
住宅地

小瀬福祉
ゾーン

第二阪奈道路

小瀬福祉
ゾーン

位 置 図 航空写真

１０ 南山手台東（境界調整【逆線】）
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変更前 変更後

変更区域

凡 例

変更区域

凡 例

１０ 南山手台東（境界調整【逆線】）

市街化調整区域

0.23
指定無し

（市街化調整地域）

面積（ha）用途地域

0.2310m1.0m5080
第一種低層

住居専用地域

面積
（ha）

建築物の
高さの限度

壁面後
退距離

建ぺい率
（％）

容積率
（％）

用途地域

第一種低層住居専用地域
容積率/建ぺい率：80 / 50

壁面後退距離 1.0Ｍ
建築物の高さの限度 10ｍ

奈良県決定
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用途地域計画図



変更前 変更後

変更区域

凡 例

変更区域

凡 例

市街化調整区域

市街化調整区域

市街化区域

市街化調整区域

200

60

200

60

200

60

0.23市街化区域

面積（ha）区域区分

市街化調整区域
建ぺい率・容積率計画図１０ 南山手台東（境界調整【逆線】）

区域区分
容積率
（％）

建ぺい率
（％）

道路斜線
制限勾配

隣地斜線
制限勾配

面積
（ha）

市街化
調整区域 200 60 １．５ 20m＋1.25 0.23
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特定行政庁指定


